














	 《作曲の委嘱（演奏者との打ち合わせ）→ 作曲 → 合唱団の練習 → 演奏発表 → 次の
作品の作曲 → 合唱団の練習（指導） → 演奏発表》のようなプロセスを経て作曲した曲
は、「光の花束」（後藤理絵 作詩、山岸徹 作曲）、「小ミサ曲ト長調」（山岸徹 作曲、歌詞














ストリアなどでも演奏活動を行っている。ウィーン世界少年音楽祭にて第 2 位（1989 年）、













	 団員の年齢層は、小学校 1 年生から高校 3 年生までと幅広い。人数については、年度に 
よる変動が大きく、多い時は 40 名を超えていたとのことであるが、本稿執筆時においては 





























	 この作品は、2012 年 8 月の同合唱団サマー・コンサートにおいて中村の指揮により初演 
された。（資料 1） 
 
4．委嘱作品「ト長調の小ミサ曲」（全 5 曲）について	 
	 草の実少年少女合唱団からの委嘱を受けて作曲した 2 作目の作品である。前作はピアノ
伴奏付きであったが、今回は声の響きの美しさを存分に発揮できることを意図し、全体に
わたり無伴奏とした。音域は、g から a2まで 2 オクターブを超え、声部数もユニゾンから
5 声部まで各部分で多様に変化するようにした。全体として、子どものための作品として
は、かなり難易度の高いものとなった。（譜例 2） 
	 第 1 曲：Kyrie（憐れみの讃歌）、第 2 曲：Gloria（栄光の讃歌）、第 3 曲：Sanctus（聖
なるかな）、第 4 曲：Benedictus（ほむるべきかな）、第 5 曲：Agnus Dei（神の子羊）の










《第 1 曲：Kyrie（憐れみの讃歌）》 
	 ト長調、8 分の 6 拍子。＜A-B-A-C-A-コーダ＞のようなロンド形式に近い構成となって
いる。冒頭は主旋律のユニゾンによって始まるが、その後 2 声部、3 声部、4 声部、そし
て最終和音は 5 声部と次第に広がり、厚みを増してゆく。 
《第 2 曲：Gloria（栄光の讃歌）》 






登場する。後半では、Domine Deus（主なる神よ）と Agnus Dei（神の子羊よ）に言葉が
主に繰り返され、終結部のクライマックスへと向かう。 
《第 3 曲：Sanctus（聖なるかな）》 
	 ト長調、4 分の 4 拍子 → 4 分の 3 拍子 → 4 分の 4 拍子。3 声部の部分と 4 声部の部分
が交互に現れる。冒頭における Sanctus（聖なるかな）の旋律は、ポリフォニックなスタ
イルにより Dominus（主）という言葉の部分に向かい順次進行で上昇してゆく。その後、
Pleni sunt caeli et terra gloria tua（天も地もあなたの栄光に満ちています）の部分では
やや落ち着いた曲想となる。続く中間部は、Hosanna in excelsis（いと高きところにホサ
ナ）の詞を伴い 4 分の 3 拍子となる。その後 4 分 4 拍子の部分が再現され、終結部分に向
かう。 
《第 4 曲：Benedictus（ほむるべきかな）》 
	 それまでの 3 曲はト長調であったが、この第 4 曲において長 3 度低い変ホ長調となる。 
8 分の 9 拍子 → 8 分の 6 拍子。Benedictus（ほむるべきかな）の歌詞を伴い、明るく伸
びやかでやや落ち着いた曲想で進む。 
《第 5 曲：Agnus Dei（神の子羊）》 
	 ト長調、4 分の 3 拍子。ホモフォニー、4 声部のタイルで、落ち着いた雰囲気で進む。
終結和音は 5 声部となり静かに終わる。 
	 この作品の第 1 曲から第 4 曲までは、2013 年 8 月に開催された同合唱団のサマー・コン 
サートにおいて、筆者自身の指揮により初演した。また、2014 年 8 月に開催されたサマー・ 




が発揮できるよう 2 声部または、3 声部を主とする小曲として、新美南吉の詩による「影絵」 









	 イ長調、8 分の 6 拍子。金色に輝く雄大な小麦畑。そこから想像されるファンタジーの世 
界。溌剌としたテンポで進みながら広がってゆく。 
	 これら 2 曲は、2015 年 7 月に京都で開催された「アルティ声楽アンサンブルフェスティ 
バル 2015」において中村の指揮により初演された。（資料 1） 
 
6．「アヴェ・マリア」ついて	 
	 この作品は 1995 年、当時筆者が勤務していた奈良文化女子短期大学音楽学科における
合唱の授業教材として作曲し、同学科の定期演奏会において初演されたラテン語の歌詞に
基づく合唱曲である。その後出版され、他の合唱団でも取り上げられている。（注 2） 















《2013 年 4 月 27 日〜28 日のリハーサル・セッション（場所：宇部市・中村宅）》	 
	 指揮者・中村氏の自宅において、子どもたちとともにピアノを囲んで家庭的な雰囲気の中 
で進んだ。取り上げた曲は、前掲「ト長調の小ミサ曲」より第 1 曲：Kyrie（憐れみの讃歌）、
第 2 曲：Gloria（栄光の讃歌）、第 3 曲：Sanctus（聖なるかな）、第 4 曲：Benedictus 









《2015 年 4 月 29 日のリハーサル・セッション（場所：宇部市・新川ふれあいセンター）》	 






























































1. 「ト長調の小ミサ曲」全 5 曲は、「アンサンブル・ダッフォディル	 第 13 回リサイタル」において




2. 山岸	 徹	 合唱作品シリーズ 1「アヴァ・マリア」、1999 年、ハルモニア 
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 資料 1：草の実少年少女合唱団による《山岸	 徹作品》演奏の記録	 




2010年12月23日 曲名：「自 由」（山岸 徹・作曲、大迫弘和・作詩） 








2011年 8月27日 曲名：「まど・みちおの詩による女声合唱のための五つの風景」より 








2012年 3月31日 曲名：「女声合唱曲集 あさ」より「あさ」（谷川俊太郎・作詩、山岸 徹・作曲） 
   「まど・みちおの詩による女声合唱のための五つの風景」より 









2012年 8月24日 曲名：＜草の実少年少女合唱団委嘱作品＞「光の花束」《初演》 

















2013年 8月24日 曲名：＜草の実少年少女合唱団委嘱作品＞「ト長調の小ミサ曲」より 
    1.Kyrie  2.Gloria 3.Sanctus 4.Benedhictus 









    1.Kyrie  2.Gloria 3.Sanctus 4.Benedhictus 5.Agus dei 
   （ラテン語通常文の詩による、山岸 徹 作曲） 
    Ave Maria（山岸 徹 作曲）＊アンコール曲 
合唱・草の実少年少女合唱団、指揮・中村明美・山岸 徹 






















	 資料 2：山岸徹・委嘱を受けて作曲した作品一覧（2000年以降の分）その 1	 ※掲載氏名は敬称略	 
A.歌曲、合唱曲、器楽曲 
 作品名 発表年月 編 成 摘 要 
1 まど・みちおの詩による混声合唱のための「五つの風景」
全5曲（まど・みちお 作詩、山岸 徹 作曲） 
1.空 2.みは うたいます 3.雲  









































































全5曲（まど・みちお 作詩、山岸徹 作曲） 
1.空 2.みは うたいます 3.雲 
4.コスモスが さいた 5.雪がふる 
2008年7月 女声４部合唱
+ピアノ 







（Samuel Ullman 作詩、山岸 徹 訳詞・作曲） 
2008年7月 独唱+ピアノ ムジーク・カメラーデン演奏会（豊中市ムジカメ・ザール） 
独唱・小林淳一  小林淳一氏からの委嘱により作曲したもの。 
11 合唱曲 Alleruia 








12 合唱曲 Gloria 









（谷川俊太郎・立原道造 作詩、山岸 徹 作曲） 











	 資料 2：山岸徹・委嘱を受けて作曲した作品一覧（2000 年以降の分）その 2	 ※掲載氏名は敬称略	 
14 女声合唱曲集「あさ」全4曲 
（谷川俊太郎・立原道造 作詩、山岸 徹 作曲） 























（門倉詇 作詩、山岸 徹 作曲） 
＜メンネルコール “I” 委嘱作品＞ 
2010年12月 男声４部合唱
（無伴奏） 
初演：男声合唱団メンネルコール “I” 第1回リサイタル 
（赤穂市文化会館） 
合唱：男声合唱団メンネルコール “I”、指揮：江崎 潔 
17 男声合唱組曲「光と影の四季」（全5曲） 
（門倉詇 作詩、山岸 徹 作曲） 
＜メンネルコール “I” 委嘱作品＞ 
2011年12月 男声４部合唱
（無伴奏） 
男声合唱団メンネルコール “I” 第2回リサイタル 
（赤穂市文化会館）上掲「季節の幕間」を含む 
合唱：男声合唱団メンネルコール “I”、指揮：江崎 潔 
18 「中国地方の子守唄」（編曲作品） 
















（ラテン語通常文の詩による、山岸 徹 作曲） 










（新美南吉 作詩、山岸徹 作曲） 










（島崎藤村・高田敏子・三浦照子 作詩、山岸 徹 作曲） 










（ラテン語通常文の詩による、山岸 徹 作曲） 
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(bouche ouverte)
＊口を閉じないハミング
譜例3：「影絵」、「小麦の中の小人」冒頭部分
「影絵」
　冒頭部分
「小麦の中の小人」
　冒頭部分
//
～
～
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